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利用者向けアンケート調査結果について

資料１



【機密性２】
目次

1．ホームドアの整備に関するアンケートの概要 1

2．調査結果の概要 2

3．（参考）調査対象者の鉄道利用状況 6

【機密性２】



【機密性２】
ホームドアに関するアンケート調査の概要

【機密性２】

アンケート調査の概要

項目 内容

調査目的 ■ 現状、利用者がホームドアをどのような施設としてとらえているか調査し、地域間の差異等を確認する。
■ ホームドアを優先整備すべき駅ホームの条件を抽出するため、利用者が転落の危険を感じるホームの条件等を調査する。

調査対象者
全国を国勢調査に基づく以下の5エリアに分け、各グループ800名、合計4,000名から意見を聴収する
①関東大都市圏、②近畿大都市圏、③中京大都市圏、④その他の大都市圏※1、⑤大都市圏に含まれない地域
※1 札幌、仙台、新潟、静岡・浜松、岡山、広島、北九州・福岡、熊本の8つの大都市圏。

調査年齢 20歳以上（ただし、各エリアの性年齢階層別の人口比に基づいて回答者数を決定）

調査媒体 インターネット調査

回答数の補正 各エリアの人口差を考慮するため、エリアおよび性年齢階層別に拡大係数を乗じ、補正して集計した。

調査内容

① 鉄道の利用状況について
② 自宅最寄り駅におけるホームドアの設置状況および当該駅への設置意向について
③ 利用者が転落の危険を感じるホームの条件等について
④ ホームドアの意義、役割について
⑤ 新型ホームドアの整備・普及について
⑥ ホームドア以外の転落防止対策に対する印象について
⑦ 心のバリアフリーを実践するための行動について

1
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ホームドアが設置されていない以下①～④の状態のホームについて、転落や接触の危険があると思いますか。

○転落や接触の危険があると利用者が感じるホームの状態としては、全国において、「混雑しているホーム」（87%）が最も多く、次いで「狭い箇所」（83%）、
「高速で通過するホーム」（79%）、「島式のホーム」（67%）の順となっている。

○駅における転落・接触のヒヤリハットの発生時間帯は、近畿では「18～20時台」で最も多いが、それ以外の地域では「始発～8時台」で最も多くなっている。
○駅における転落・接触のヒヤリハットの発生原因としては、「混雑時に他の利用者と接触」が最も多く、次いで 「狭隘な箇所で他の利用者と接触」となっている。

③ホームの両側に列車が停まる「島式のホーム」①乗降客が多く「混雑しているホーム」

ホームドア設置の必要性

調査結果の概要（1/4）

②階段の脇など「ホームの縁端からの間隔が狭い箇所」

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

■大変危険 ■少し危険 ■どちらでもない ■あまり危険ではない ■全く危険ではない

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

④特急などの優等列車が「高速で通過するホーム」
関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

駅における転落・接触のヒヤリハットの発生状況
発生時間帯

■始発～8時台 ■9時台～11時台 ■12時台~14時台
■15時台~17時台 ■18時台~20時台 ■21時台~終電

発生原因（上位4要因、複数回答あり）

■ホーム混雑により他の利用客と接触した/接触するのを避けようとしたため
■ホームの狭隘な箇所でほかの利用客と接触した/接触するのを避けようとしたため
■酒に酔っていたため ■体調不良のため

関東大都市圏 (n=92)
近畿大都市圏 (n=83)
中京大都市圏 (n=57)
その他の大都市圏 (n=70)
大都市圏以外 (n=36)
全国※

※全国の回答結果は、各地域の回答結果を人口分布に応じて補正して集計している。
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以下①～④の状態のホームについて、それぞれホームドアを設置してほしいと思いますか。

○全国において設置が望まれるホームの状態としては、「混雑しているホーム」（80%）が最も多く、次いで「狭い箇所」（75%）、「高速で通過するホーム」
（74%）、「島式のホーム」（65%）の順となっている。

○関東大都市圏では 、①～④の状態のホームについて、それぞれ「設置してほしい」と回答した人の割合が他の地域に比べ高くなっている。

③ホームの両側に列車が停まる「島式のホーム」①乗降客が多く「混雑しているホーム」

ホームドア設置の必要性

調査結果の概要（2/4）

②階段の脇など「ホームの縁端からの間隔が狭い箇所」

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

■設置してほしい ■どちらかといえば設置してほしい ■どちらでもよい ■どちらかといえば不要 ■不要

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

④特急などの優等列車が「高速で通過するホーム」
関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

①～④の他、特にホームドアを設置してほしいと思う箇所はありますか。
【自由記述より抜粋（参考）】
・酔客が多い駅、飲食店が多い駅
・行き先が複雑で動線上で滞留しやすい駅
・病院や福祉施設の近くの駅
・定期的にイベントが開催され利用客が多い駅
・学校が近くにあり通学に多く使われる駅
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87%
89%
86%

81%
85%

14%
13%
11%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

83%
79%
81%
82%
84%
86%

17%
21%
19%
18%
16%
14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

85%
83%
86%
86%

81%
88%

15%
17%
14%
14%

19%
12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

95%
95%
96%
95%
94%
96%

5%
5%
4%
5%
6%
4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

92%
91%
93%
92%
91%
93%

8%
9%
7%
8%
9%
7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

91%
91%
92%
91%
89%
90%

9%
9%
8%
9%
11%
10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

83%
81%
86%
84%
80%
84%

17%
19%
14%
16%
20%
16%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 4

ホームドアは誰のための転落等防止対策だと思いますか。

○視覚障害をお持ちの方に対する必要性が95％、視覚障害以外の身体障害をお持ちの方に対する必要性が92％となっており、必要性が高くなっている。
○次いで、高齢者に対する必要性が91％、幼児・ベビーカー利用者に対する必要性が86％となっている。
○「すべての利用者のため」と感じる割合も85％を占め、ホームドア設置がすべての利用者にとって必要と広く認識されていることがわかる。

⑤幼児を連れている方/ベビーカーを利用されている方のため①視覚障害をお持ちの方のため

ホームドア設置の意義

調査結果の概要（3/4）

②視覚障害以外の身体障害をお持ちの方のため

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

■そう思う ■そう思わない

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

⑥酒に酔った方のため
関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

③高齢者のため
関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

④体調不良の方のため
関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

⑦すべての利用者のため
関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国
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17%
21%
21%

14%
15%
15%

36%
36%
38%

38%
35%
35%

29%
30%
25%

30%
30%
29%

13%
11%
13%
14%
16%
14%

4%
2%
3%
4%
4%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14%
16%
17%

10%
12%
12%

34%
35%
37%

37%
34%
31%

29%
32%
24%

28%
29%

29%

18%
14%

18%
21%
20%

21%

5%
3%
4%
3%
5%
7%

27%
30%
31%

22%
26%
26%

44%
43%
43%

46%
46%
43%

20%
21%
19%

23%
20%

19%

7%
5%
7%
8%
6%

9%

1%
1%
1%
1%
1%
3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26%
28%
28%

23%
24%
24%

44%
42%
44%

47%
44%
43%

16%
18%
13%
15%
17%
15%

12%
9%
13%
12%
12%
14%

2%
2%
1%
2%
3%
4%

14%
15%
16%

11%
11%
13%

41%
45%
42%

42%
40%
38%

25%
22%
24%

25%
29%
25%

17%
15%
16%

19%
16%

19%

3%
3%
2%
3%
4%
5%

86%
88%
87%

82%
88%

83%

11%
8%
10%

14%
9%

14%

4%
4%
4%
4%
3%
4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20%
17%
18%
19%
25%
22%

80%
83%
82%
81%
75%
78%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ホームドアの設置以外の転落・列車との接触事故を防止するための対策について、どのように考えますか。

5

○ホームドアの設置費については、高額であることの認知度が低い。
○新型ホームドアに対しては抵抗が少なく、整備促進に有効であると感じている。
○固定柵や駅係員の配置については、70％以上の回答者が有効であると感じている。

新型ホームドア、ホームドア以外の転落防止策について

調査結果の概要（4/4）

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

■知っていた ■知らなかった

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

ホームドアの整備費用が数億円～十数億円/駅とご存知でしたか 新型ホームドアの普及についてどのように感じますか

■有効である ■有効でない ■その他

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

①列車の乗降口以外の部分を覆う、「固定柵ホーム柵」の設置

⑤一般の利用者が気軽に「声かけ・サポート」ができるようにするための啓発活動

④「駅構内放送」等による旅客への注意喚起

③ホーム上での監視・アナウンスを行う「駅係員」の配置

②ホーム縁端における「色帯や縞模様の設置」

■有効である ■少し有効である ■どちらでもない
■あまり有効でない ■全く有効でない

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国
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16%
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18%
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11%
22%
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78%
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14%
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13%
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14%
23%

22%
14%

21%
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26%

26%

38%
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43%
38%
38%

34%

13%
17%

13%
10%
14%
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13%
21%

9%
13%
8%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

15%
4%
9%
13%
19%
29%

85%
96%
91%
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81%
71%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

55%
55%
51%
50%
56%
60%

2%
2%

3%
2%
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2%

22%
23%

22%
24%
20%
20%

19%
18%
22%
22%
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15%

2%
2%
2%
1%
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2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

17%
4%
8%
15%
26%
35%

7%
2%
5%

6%
10%

14%

75%
94%
87%
79%

64%
51%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18%
6%
10%
16%
26%
34%

1%
0%
1%
1%

2%
2%

5%
6%
7%
6%

3%
3%

76%
88%
83%
78%
69%
60%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15%
15%
11%
23%

12%
14%

80%
73%
80%

73%
84%
83%

5%
11%
9%
5%
4%
3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道の利用状況 最寄り駅の混雑状況及びホームドア設置状況

○鉄道の利用頻度は、関東、近畿、中京大都市圏の順で「週1日以上」の利用が多い。
○鉄道の主な利用目的は、関東、近畿、中京大都市圏の順で「通勤」が多いが、どの地域においても「私事」が最も多い。
○調査対象者の最寄り駅については、関東では47%、近畿では34%、中京では27%の利用者が「混雑している」と認識している。
○最寄り駅にホームドアが設置されていない方のホームドア設置意向としては、関東、近畿では45～50%、中京、他の大都市圏では35～40%が設置を希望している。

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

各圏域 Ｎ＝800最寄り駅の混雑状況

ホームドアの設置状況

ホームドアの設置意向

定期券の所有

各圏域 Ｎ＝800

（参考）調査対象者の鉄道利用状況

就業状態

鉄道の利用頻度

鉄道の主な利用目的

通勤・業務目的の交通費負担

6

■就業者
■学生
■主婦・主夫
■無職
■その他

■週3日以上
■週1・2日
■週1日未満

■通勤
■通学
■業務
■私事

■自分で負担
■会社が負担
■一部自分で負担

■非常に混雑
■やや混雑
■どちらとも言えない
■あまり混雑していない
■全く混雑していない

■あり
■なし

■設置してほしい
■どちらかといえば設置
してほしい

■どちらでもよい
■どちらかといえば不要
■不要

■あり
■なし

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国
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ホームドアの設置意向
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72%
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34%
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21%
24%
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35%
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28%
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30%
32%

34%
32%
30%

23%

17%
34%

16%
14%
12%
7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16%
10%
18%
19%

11%
22%

84%
90%
82%
81%

89%
78%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14%
9%
13%
13%
14%
23%

22%
14%

21%
26%
26%

26%

38%
38%

43%
38%
38%

34%

13%
17%

13%
10%
14%
9%

13%
21%

9%
13%
8%
8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用者が混雑していると感じている駅のみ最寄り駅の混雑状況及びホームドア設置状況（再掲）

○調査対象者の最寄り駅については、関東では47%、近畿では34%、中京では25%の利用者が「混雑している」と認識している。
○調査対象者の最寄り駅へのホームドア設置意向としては、関東、近畿では45～50%、中京、他の大都市圏では35～40%が設置を希望している。
○「混雑している」駅では、わずかではあるがホームドアの整備が進んでいることがわかる。
○「混雑している」駅では、ホームドアの設置を希望する割合が高く、関東、中京では64%、近畿、他の大都市圏では56%となっている。

ホームドアの設置状況

（参考）利用者が混雑していると感じている駅に着目した集計

7

■あり
■なし

■設置してほしい
■どちらかといえば設置
してほしい

■どちらでもよい
■どちらかといえば不要
■不要

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

各圏域 Ｎ＝800最寄り駅の混雑状況

ホームドアの設置状況

ホームドアの設置意向

■非常に混雑
■やや混雑
■どちらとも言えない
■あまり混雑していない
■全く混雑していない

■あり
■なし

■設置してほしい
■どちらかといえば設置
してほしい

■どちらでもよい
■どちらかといえば不要
■不要

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

最寄り駅の混雑状況

■非常に混雑
■やや混雑
■どちらとも言えない
■あまり混雑していない
■全く混雑していない

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国
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86%
78%
84%
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14%
22%
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13%
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11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

85%
87%

77%
85%
85%
86%

15%
13%

23%
15%
15%
14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

84%
96%

88%
81%
79%
85%

16%
4%

12%
19%
21%
15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週1回未満利用週1日以上利用
幼児・ベビーカーを連れた人のための施設

（参考）鉄道の利用頻度とホームドアの存在意義
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■そう思う
■そう思わない

幼児・ベビーカーを連れた人のための施設

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

■そう思う
■そう思わない

酔客のための施設

■そう思う
■そう思わない

酔客のための施設

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

■そう思う
■そう思わない

すべての利用者のための施設

■そう思う
■そう思わない

すべての利用者のための施設

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

■そう思う
■そう思わない

○週1以上の利用者は全国において、「視覚障害者のための施設」（95％）で週1回未満の利用者と同数である。
○「他の障害者のための施設」（91％）、「高齢者のための施設」（89％）「幼児・ベビーカー」（84％）は週1回未満利用に比べて割合が小
さくなっている
○一方で、「体調不良の人のため」（84％）、「酔客のため」（85％）は週1回未満利用に比べて割合が大きくなっている。
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【機密性２】
ホームドアに関するアンケート調査（視覚障害者対象）の概要

【機密性２】

アンケート調査（視覚障害者対象）の概要

項目 内容

調査目的
■ 視覚障害者の方がホームドアをどのような施設としてとらえているか調査・確認を行う。
■ ホームドアを優先整備すべき駅ホームの条件を抽出するため、視覚障害者の方が転落の危険を感じる、または実際にヒヤリ
ハットが発生したホームの条件等を調査する。

調査対象者 社会福祉法人日本盲人会連合より、加盟団体（計61団体）宛て、登録者向けのメールニュースにて、送付
（合計161人から意見を聴収）

調査年齢 指定せず

調査媒体 メールによる個別調査

調査内容

① 鉄道の利用状況について
② 自宅最寄り駅におけるホームドアの設置状況について
③ 視覚障害者が転落の危険を感じるホームの条件等について
④ ホームドアの意義、役割について
⑤ 新型ホームドアの整備・普及について
⑥ ホームドア以外の転落防止対策に対する印象について
⑦ 心のバリアフリーを実践するための行動について

1



【機密性２】

6%
36%

15%
34%

19%
5%

20%
39%

0% 10% 20% 30% 40%

61%
52%

63%
70%

20%
32%

25%
17%

6%
7%
4%
4%

6%
3%
1%
3%

1% 6%
6%
7%
6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ホームドアが設置されていない以下①～④の状態のホームについて、転落や接触の危険があると思いますか。

○転落や接触の危険があると利用者が感じるホームの状態としては、 「狭い箇所」 （88%）が最も多く、次いで「混雑しているホーム」 （87%） 「島式の
ホーム」（84%）、「高速で通過するホーム」（81%）の順となっている。

〇いずれも全国（健常者）を対象としたアンケート結果よりも高い。

ホームドア設置の必要性

調査結果の概要（1/4）

（N=161）

■大変危険 ■少し危険 ■どちらでもない ■あまり危険ではない ■全く危険ではない ■無回答

① 乗降客が多く「混雑しているホーム」
② 階段の脇など「ホームの縁端からの間隔が狭い箇所」
③ ホームの両側に列車が停まる「島式のホーム」
④ 特急などの優等列車が「高速で通過するホーム」

45%
28%

47%
60%

34%
39%

36%
27%

14%
25%

12%
8%

3%
6%
3%
2%

3%
3%
2%
2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 乗降客が多く「混雑しているホーム」
② 階段の脇など「ホームの縁端からの間隔が狭い箇所」
③ ホームの両側に列車が停まる「島式のホーム」
④ 特急などの優等列車が「高速で通過するホーム」

（参考）
「ホームドアに関する
アンケ―ト」 全国
（健常者）

駅における転落・接触のヒヤリハットの発生状況

①ヒヤリハットの経験の有無 ②発生したときの状況（複数回答）
歩く方向を誤った
離れたホームの列車を自分が乗る列車と勘違い
線路の向こうの壁面のサインや模様に気をとられた
人混みに揉まれた
ホーム縁端位置がわかりにくかった
車両の連結部を乗車口と勘違いした
その他理由
分からない

8% 92%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
■ある ■ない

・ホームと列車の間に広く隙間が空いていた。
・車両の最後尾で思ったよりホームが狭くなっていた。
・雨で車両とホームとの段差が滑りやすくなっていた。

〇その他理由の抜粋

（N=161）

（参考）
「ホームドアに関するアンケ―ト」 全国（健常者）

（N=95）

2

59% 41%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
※各地域の回答結果を人口分布に応じて補正をした後の数字



【機密性２】

70%
74%
81%
81%

19%
18%
9%
13%

6%
2%
4%
1%

0%
0%
1%
0%

1%
1%
1%
1%

5%
5%
5%
5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3

以下①～④の状態のホームについて、それぞれホームドアを設置してほしいと思いますか。

○設置が望まれるホームの状態としては、「混雑しているホーム」（94%）が最も多く、次いで「島式のホーム」（92%）、「狭いホーム」（90%）、「高速で通
過するホーム」（89%）の順となっている。

〇いずれも全国（健常者）を対象としたアンケート結果よりも高い。

ホームドア設置の必要性

調査結果の概要（2/4）

（N=161）

（参考）
「ホームドアに関する
アンケ―ト」 全国
（健常者）

①～④の他、特にホームドアを設置してほしいと思う箇所はありますか。

43%
32%
41%
51%

31%
33%

34%
29%

21%
30%

20%
16%

2%
2%
2%
1%

3%
3%
3%
3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 乗降客が多く「混雑しているホーム」
② 階段の脇など「ホームの縁端からの間隔が狭い箇所」
③ ホームの両側に列車が停まる「島式のホーム」
④ 特急などの優等列車が「高速で通過するホーム」

① 乗降客が多く「混雑しているホーム」
② 階段の脇など「ホームの縁端からの間隔が狭い箇所」
③ ホームの両側に列車が停まる「島式のホーム」
④ 特急などの優等列車が「高速で通過するホーム」

【自由記述より抜粋（参考）】
・島式ホームで片側にのみホームドアが設置されている駅
・無人駅
・ホームの最前部と最後部
・乗降客が多い駅
・列車の侵入が頻繁な駅
・柱の多い駅

■設置してほしい ■どちらかといえば設置してほしい ■どちらでもよい ■どちらかといえば不要 ■不要 ■無回答



【機密性２】

ホームドアは誰のための転落等防止対策だと思いますか。

○「すべての利用者のため」が89％と最も高い。
○次いで、視覚障害者をお持ちの方に対する必要性が84％となっている。
○全国（健常者）を対象としたアンケートよりもすべての利用者のためという認識が高い。

ホームドア設置の意義

調査結果の概要（3/4）

①視覚障害をお持ちの方のため
②視覚障害以外の身体障害をお持ちの方のため
③高齢者のため
④体調不良の方のため
⑤幼児/ベビーカーを連れている方のため
⑥酒に酔った方のため
⑦すべての利用者のため

85%
83%
86%
83%
91%
92%
95%

15%
17%
14%
17%

9%
8%
5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①視覚障害をお持ちの方のため
②視覚障害以外の身体障害をお持ちの方のため
③高齢者のため
④体調不良の方のため
⑤幼児/ベビーカーを連れている方のため
⑥酒に酔った方のため
⑦すべての利用者のため ■そう思う ■そう思わない

■無回答

（参考）
「ホームドアに関する
アンケ―ト」 全国
（健常者）

4

89%
78%
78%

73%
80%
77%
84%

4%
10%
8%

11%
7%

7%
4%

6%
12%
14%
16%
13%
16%
11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=161）



【機密性２】

ホームドアの設置以外の転落・列車との接触事故を防止するための対策について、どのように考えますか。

○ホームドアの設置費については、高額であることの認知度が75％。全国（健常者）での結果よりも認知度が非常に高い。
○新型ホームドアの認知度は75%。
○「声かけ・サポート」ができるようにするための啓発活動が93％、ホーム上での監視・アナウンスを行う「駅係員」の配置は91%の回答者が有効であると感じてい
る。

新型ホームドア、ホームドア以外の転落防止策について

調査結果の概要（4/4）

■知っていた ■知らなかった ■無回答

ホームドアの整備費用が数億円～十数億円/駅とご存知でしたか 新型ホームドアはご存知でしたか

17%
14%

27%
14%

26%

36%
34%

44%
41%

44%

29%
29%

20%
25%

16%

13%
18%

7%
17%
12%

4%
5%
1%
3%
2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 「固定式ホーム柵」の設置
② ホーム縁端における「色帯や縞模様の設置」
③ ホーム上での監視・アナウンスを行う「駅係員」の配置
④ 「駅構内放送」等による旅客への注意喚起
⑤ 一般の利用者が、障害者等に対して
「声かけ・サポート」ができるようにするための啓発活動

■大変有効である ■少し有効である ■どちらでもない ■あまり有効ではない ■全く有効ではない ■無回答

（N=161）
① 「固定式ホーム柵」の設置
② ホーム縁端における「色帯や縞模様の設置」
③ ホーム上での監視・アナウンスを行う「駅係員」の配置
④ 「駅構内放送」等による旅客への注意喚起
⑤ 一般の利用者が、障害者等に対して
「声かけ・サポート」ができるようにするための啓発活動

（参考）
「ホームドアに関する
アンケ―ト」 全国
（健常者）

20% 80%

0% 20% 40% 60% 80% 100% ■知っていた ■知らなかった ■無回答

（参考）「ホームドアに関するアンケ―ト」 全国（健常者）

5

66%
37%

66%
31%

45%

27%
39%

25%
35%

38%

2%
13%

2%
12%

4%

5%

16%
6%

3%
4%
4%
4%
6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

75% 20% 4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
（N=161）

75% 22% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=161）



【機密性２】

5%
9%

49%
60%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

○161名の回答があり、障害の程度は「全盲」が69%、「弱視（ロービジョン）」が30％。
○「単独歩行の外出」が60%と最も多い。
〇鉄道の利用頻度は「週1日以上」が58%を占め、私事目的利用が半数以上。
〇最寄り駅のホームドア設置状況は「一部またはすべてのホームに設置されている」との回答は16%。

6

視覚障害について
①鉄道の利用頻度①あなたの視覚障害の程度についてお答えください。

（参考）調査対象者の鉄道利用状況など

② あなたが視覚障害になったのはいつからですか。

■全盲 ■弱視（ロービジョン）■無回答
②鉄道の利用目的

■先天性 ■後天性■無回答

③あなたの外出する主な方法は何ですか。

単独歩行
介助者と歩行
盲導犬
その他

鉄道の利用状況

■週3日以上 ■週1日または週２日 ■週1回未満 ■無回答

■通勤 ■通学 ■業務 ■私事 ■無回答

①あなたの自宅の最寄り駅のホームに、ホームドアは設置されていますか。

■すべてのホームに設置されている ■一部のホームに設置されている
■まったく設置されていない ■分からない ■無回答

（N=161）

（N=161）

（N=161）

（N=161）

（N=161）

（N=161）

最寄り駅のホームドア設置状況

69% 30% 1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

39% 60% 1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29% 29% 41% 1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16% 27% 55% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10% 6% 81% 2%1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%


